
3 月

1 日：鳥羽高校卒業式 
2 日：本会議一般質問 
3 日：本会議、追加議案聴取会 
４日：連合三重春闘決起集会 
6 日：本会議一般質問 
8 日：本会議一般質問 

１０日：予算決算特別委員会総括質疑 
１1 日：山田日赤病院講演会 
１3 日：農水商工常任分科会 
１5 日：農水商工常任委員会 
１6 日：鳥羽小卒業式 
１9 日：ワールド・ピース・ナウ 

２０日：予算決算特別委員会 
２1 日：鳥羽市サッカー協会総会 
２2 日：新政みえ会派総会 
２3 日：第１回定例会閉会 
２５日：ほほえみコント劇場 
２8 日：都市計画審議会 
３０日：鳥羽小用地選定市民会議 

３１日：自治労みえ OB 会総会 

三
重
県
の
平
成
07
年
度
予
算

が
、
第
１
回
定
例
会
で
可
決
成
立

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
６
９
２

８
億
円
で
、
昨
年
度
よ
り
０
．
７

ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
県
税
が
景
気
の
回
復
で

昨
年
度
よ
り
２
１
２
億
円
0/
％

増
の
２
２
７
３
億
円
に
対
し
、
地

方
交
付
税
が
１
４
９
億
円
0/
％

減
少
し
、
１
３
８
０
億
円
と
な
る
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な
ど
、
平
成

年
か
ら
続
く
減

額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
人
件
費
な
ど
義
務
的

経
費
３
３
７
０
億
円
、
道
路
建
設

な
ど
投
資
的
経
費
１
４
２
３
億

円
、
そ
の
他
経
費
９
５
１
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
県
土
整
備
部
の
鳥

羽
市
管
内
公
共
事
業
は
、

億

円
で
８
億
円
余
増
加
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
以
下
の
通
り
で
す
。

第
２
伊
勢
道
路

億
円

河
内
ダ
ム
建
設

2
億
2
千
万

マ
リ
ン
タ
ウ
ン

９
億
６
千
万

国
道
１
６
７
松
尾

3
百
万

県
道
堅
子
的
矢
間

７
千
万

県
道
国
崎
大
津
橋

６
千
万

県
道
相
差
バ
イ
パ
ス
2
千
4
百

１
６
７
松
尾
白
木
歩
道
5
百
万

高
潮
対
策
・
岩
崎
0
億
4
千
万

な
お
、
県
道
鳥
羽
磯
部
線
の
道

路
改
良
は
、
大
坂
峠
か
ら
海
側
の

設
計
費
4
百
万
円
が
計
上
さ
れ

た
に
止
ま
り
ま
し
た
。

公
共
事
業
に
45
億
円

平
成
18
年
度
鳥
羽
市
管
内
予
算 
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農
水
商
工
部
関
係
公
共
事
業

は
、
約

億
円
で
主
な
事
業
は

以
下
の
通
り
で
す
。

神
島
漁
港
南
防
波
堤

4
億
円

舟
越
漁
港
岸
壁

1
億
円

答
志
漁
港
浮
桟
橋

１
億
２
千

菅
島
漁
港
橋
梁

７
千
５
百

石
鏡
漁
港
防
波
堤

７
千
万
円

坂
手
漁
港
防
波
堤

１
億
３
千

国
崎
漁
港
防
波
堤

４
千
万
円

相
差
漁
港
防
波
堤

７
千
万
円

環
境
森
林
部
関
係
公
共
事
業

は
、
３
件
で
１
千
５
百
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
答
志

町
和
具
の
予
防
治
山
事
業
１
千

１
百
万
円
で
す
。

第
２
伊
勢
道
路
、
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
、
河
内
ダ
ム
、
漁
港
整
備
を
除

く
と
３
億
円
余
の
予
算
で
し
か

な
く
、
道
路
改
良
、
通
学
路
の
歩

道
整
備
な
ど
生
活
関
連
公
共
事

業
の
強
い
要
望
が
反
映
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
主
な
原
因
は
、
国
補

助
、
県
単
独
事
業
の
公
共
事
業
が

大
幅
に
縮
減
し
て
い
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

生
活
関
連
公
共
事
業
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

【議員手帳】 
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伊
勢
志
摩
地
域
へ
の
中
国
か

ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
鳥
羽

市
外
国
人
観
光
客
誘
致
促
進
協

議
会
訪
中
団
に
参
加
し
た
。
蘇
州

国
際
観
光
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
さ
れ
、
４

月
1/
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
泊

４
日
の
旅
だ
っ
た
。
蘇
州
市
と

は
、
友
好
提
携
を
結
ん
だ
４
年
前

か
ら
相
互
の
人
的
文
化
的
交
流

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
蘇
州

市
の
小
中
学
生
の
修
学
旅
行
誘

致
と
進
出
日
本
企
業
の
現
地
採

用
従
業
員
の
日
本
研
修
に
お
け

る
伊
勢
志
摩
地
域
へ
の
誘
客
が

目
的
で
あ
っ
た
。

蘇
州
市
は
２
千
５
０
０
年
の

歴
史
が
あ
り
、
世
界
遺
産
が
８
箇

所
も
あ
る
古
い
都
。
観
光
祭
の
帰

り
に
バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
事
な

ま
で
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
湯

水
の
よ
う
に
電
装
さ
れ
た
市
内

の
光
の
海
に
驚
い
た
。
蘇
州
市
へ

は
、
上
海
の
近
郊
都
市
と
し
て
企

業
が
よ
り
安
い
労
働
力
を
求
め

て
進
出
し
て
お
り
、
工
業
園
地
の

開
発
と
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
建

設
ク
レ
ー
ン
群
の
林
立
は
上
海

を
凌
い
で
い
た
。
ま
た
、
放
課
後

や
土
日
に
小
学
生
が
自
分
の
好

き
な
音
楽
や
書
道
、
科
学
な
ど
を

勉
強
す
る
少
年
宮
と
蘇
州
中
学

校
も
訪
問
し
た
。
中
国
の
教
育
に

か
け
る
並
々
な
ら
ぬ
意
志
、
と
り

わ
け
、
優
秀
な
子
ど
も
達
へ
の
英

才
教
育
は
日
本
の
子
ど
も
達
と

の
学
力
格
差
を
感
じ
た
。

日
中
外
交
が
小
泉
首
相
の
靖

国
神
社
参
拝
で
冷
え
込
ん
で
い

る
。
昨
年
の
反
日
デ
モ
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
急
成
長
を
続
け
る
中

国
経
済
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

格
差
や
官
僚
腐
敗
な
ど
の
内
部

矛
盾
を
反
日
感
情
で
抑
え
る
口

実
を
与
え
て
い
る
。
中
国
を
は
じ

め
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と

安
定
こ
そ
が
真
に
日
本
の
国
益

に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と
強
く
感

じ
た
旅
だ
っ
た
。

☆
☆
☆

観
天
望
気

☆
☆
☆
彡
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財(
三
重
ビ
ジ
タ
ー
ズ
推
進
機
構

は
、
３
月

日
に
津
地
方
裁
判
所
伊

勢
支
部
に
破
産
手
続
し
、
同
裁
判
所
は

破
産
手
続
開
始
決
定
と
破
産
管
財
人

を
選
任
し
ま
し
た
。

原
因
は
、
財
団
が
管
理
運
営
し
て
い

た
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
が
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
民
間
会
社
に
移
行
す
る
こ

と
が
動
機
と
な
り
ま
し
た
が
、
パ
ー
ル

ロ
ー
ド
の
沿
線
保
有
土
地
の
債
務
超

過
が
本
当
の
原
因
で
す
。
パ
ー
ル
ロ
ー

ド
は
、
沿
線
の
開
発
に
よ
っ
て
地
域
の

雇
用
の
確
保
、
集
客
に
伴
う
地
域
活
性

化
が
目
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ

を
土
地
問
題
に
矮
小
化
し
て
い
ま
す
。

沿
線
の
「
志
摩
芸
術
村
」

鳥
羽
カ
ン
ト

リ
ー

「
サ
フ
ァ
リ
計
画
」
な
ど
市
民
に

大
き
な
期
待
を
持
た
せ
な
が
ら
、
計
画

の
変
更
・
断
念
、
倒
産
・
譲
渡
な
ど
期

待
を
裏
切
っ
て
き
ま
し
た
。

財
団
が
土
地
を
長
期
保
有
し
て
き
た

こ
と
で
自
然
や
景
観
が
守
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
管
財
人
に
よ
っ
て
土

地
の
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
自
然
環

境
の
保
全
、
鳥
羽
展
望
台
の
観
光
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
な

ど
、
南
鳥
羽
の
振
興
に
つ
な
げ
る
本
来

の
目
的
に
沿
っ
た
処
分
の
取
り
扱
い
を

求
め
て
い
ま
す
。
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三
重
ビ
ジ
タ
ー
ズ
推
進
機
構
が
自
己
破
産


